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岩手県
達増拓也知事

この印刷物に使用している用紙は、森を元気にする
ための間伐と間伐材の有効活用に役立ちます。

　5 月 1 日（水）県内各地において第 95 回メーデ
ーを開催しました。
　盛岡城跡公園で行った岩手県中央メーデーに
は、約 750 人が結集しました。 
　山岸伸行副実行委員長が開会を宣言し、議長団
に松田素子さん（女性委員長）、及川裕樹さん（青
年委員長）を選出しました。伊藤裕一実行委員長

（連合岩手会長）の主催者あいさつの後に来賓を
代表して岩手労働局・粟村勝行局長、岩手県・達
増拓也知事、盛岡市・内舘茂市長、岩手労福協・
金田一文紀副会長（東北労金岩手県本部長）から
祝辞をいただきました。
　その後、「プラカード被災地支援ボランティア
報告」、「お楽しみ抽選会」、「コンクール審査発表」、

「メーデー宣言採択」を行い、遠藤登副実行委員
長（盛岡中央地域協議会議長）が閉会宣言を行い
ました。最後に伊藤実行委員長による「団結ガン
バロー」で集会をしめくくり、3 コースに分かれ
てデモ行進を行いました。

第95回メーデー

伊藤裕一実行委員長　挨拶

盛岡市
内舘茂市長

岩手労働局
粟村勝行局長

岩手県労働者
福祉協議会

金田一文紀副会長
（東北労働金庫岩手県本部長）

議長団　及川裕樹青年委員長（左）　松田素子女性委員長（右）

連帯の力で平和と人権を守り誰もが安心して暮らせる
新たなステージへ！被災地の復旧・復興に向けて

みんなで支え合い・助け合おう！

県内10会場に約2,700名が結集

第１６回「第２連合の森」植樹
　6 月 1 日（土）、第 16 回「第 2 連合の森」の植樹を行いました。この植樹は、滝沢市の春子谷地湿原を
守るために牧草地だった相ノ沢牧野をもとの山林に戻すことを目的として、滝沢市の協力を得て、連合岩
手と岩手県電力総連が植樹を行っています。
　前日までの天候で実施が心配されましたが曇り空のもと、各構成組織・地域協議会および岩手県電力総
連の組合員とその家族、退職者連合、滝沢市長と推薦議員を加えた約 120 名が参加しました。植樹作業に
先立ち、林野労組久坂浩志事務局長から植樹指導を受け、コナラ・ミズナラの苗木、計 600 本を植樹しま
した。
　植樹終了後の昼食には、恒例のおにぎりと豚汁のセットを頂き、参加した皆さんで交流を深めました。
雨も心配された天候でしたが、昼近くには参加者の熱意が通じたかのような陽が差し込むなど青空のもと
無事に植樹活動を終えました。

「第 2連合の森」植樹に参加したみなさん 植樹の風景
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　ご来賓・組合
員約 350 名が参
加し開催しまし
た。
　プラカードコ
ンクールや能登
地震の復興支援
として、石川県産品の抽選会を開催。
　式典後には、労働者の処遇改善等を訴
え 1.2km のデモ行進を行いました。

　新型コロナウ
イルス感染症の
位置づけが変わ
り、昨年を上回
る約 700 名が参
加しました。春
闘の成果を報告
し、連帯を深める大切さを確認し合いま
した。また、取り組んだ能登半島地震支
援カンパは日本赤十字社に寄付します。

　当日は天候にも恵まれ 20 単組、約 180
名の組合員とその家族、OB が参加しま
した。冒頭、実行委員長から被災地の復
興とメーデーについてあいさつを頂き、
その後、「メインスローガン」、「メーデ
ーの意義」を参加者全員で確認しました。

　おおふなぽー
との多目的広場
を会場に、今年
も約 250 名の参
加者とともに、

「気仙地区メー
デー」を開催し
ました。デモ行進・集会・プラカードコ
ンクール・抽選会で、大いに盛り上がり
ました。

　遠野地区集会
は、午後 1 時半
から「遠野市民
センター体育館」
で開催し、約 40
名が参加しまし
た。
　久しぶりのデモ行進は、単組毎のアピ
ールの場になりました。集会では、支援
カンパの呼びかけも継続して行い、お楽
しみ抽選会、アピール審査などで、楽し
い時間を共有しました。

　釜石地区集会
は、午後 5 時か
ら「釜石情報交
流センター PIT」
及 び　「TETTO
前広場」で開催
し、 約 100 名 が
参加しました。
　集会では、お楽しみ抽選会や単組決意
表明などで大いに盛り上がり、大町近辺
をデモ行進して締めくくりました。

　メーデー集会
後にはデモ行進
を 実 施 し ま し
た。労働者支援
の一環として就
労 支 援 B 型 事
業所あすリード
本舗さん「のだ塩ラーメン」を久慈・二
戸地区の参加賞として全員に提供しまし
た。

　曇り空、さら
にはこの時期に
しては肌寒い天
候の中での開催
と な り ま し た。
5 年ぶりで以前
のルートでのデ
モ行進を行いました。
　懐かしさもありの行進となりました。
参加者 105 名でした。

　多くの参加者
でメーデー集会
を 開 催 し ま し
た。 集 会 後 は、
いつまでも健康
で 働 く た め に、
二戸地区労働者
福祉協議会主催「働き盛りのこころと身
体の健康づくり講座」に協賛し、開催し
ました。

　今年１月に発生しました能登半島
地震により、犠牲になられた方々の
ご冥福をお祈りするとともに、被災
されたすべての皆様にお見舞い申
し上げます。連合岩手では、緊急
カンパに取り組んでおり連合本部の
呼び掛けのもと、ボランティア支援
にも取り組んでおります。
　さて、「みんなで賃上げ、ステー
ジを変えよう！」とした「2024 春闘」

は、円安や物価高、ウクライナ戦争やイスラエル・パレスチ
ナ問題など国際情勢の不安定化など、厳しい状況下での取
り組みとなりました。
　連合は 2023 春闘において、各産別労働組合の頑張りも
あり大幅な賃金引き上げを実現することができました。名目
の所定内賃金が２％程度上昇したものの、物価を加味した
実質賃金はマイナスのまま推移しています。つまり、昨年の
大幅な賃金引き上げをもってしても、物価高に追い付くこと
ができなかった訳です。連合本部はこのことを受けて、５％
以上とする要求目安を掲げ、昨年を上回る継続した賃金引
き上げをめざすこととしました。連合岩手においても、賃上
げ分 4.5％に、定昇相当分、格差是正分を加えて、18,400 円、
7.4％相当の要求目安とし、パート・有期・契約労働者につ
いても同様に、時間給 77 円、7.4％相当の要求目安を掲げ
取り組んでまいりました。その結果、中間報告の段階です
が、要求書提出が昨年同時期を38 組合上回る78 組合とな
っているほか、回答・妥結に至った組合も、昨年同時期を
23 組合上回る 43 組合となっており、４月12 日集計時点の
妥結額は、全体で 17,207 円、5.77％と、昨年を 7,006 円、
率で 1.82 ポイント上回っています。300人未満企業において
も、14,565 円、5.68％と、昨年を 8,287 円、率で 3.26 ポイ
ント上回るという、記録の残る2000 年代に入って最高の水

準という結果について、報告・公表させていただいたところ
であり、この金額・率については、中央の中間集計を上回
っていることも合わせ報告しておきたい。春闘の取り組みは、
地場・中小を中心にまだまだ続きます。引き続き、情報を共
有しながら、これから回答を引き出す構成組織への支援を
続けるとともに、この賃上げの流れを、来年以降も継続して
つなげて行かなくてはなりません。そのためにも、経済成
長と利益分配の好循環を持続させる「人への投資」の継続
を、しっかり求めてまいりましょう。
　加えて、地域別最低賃金の課題があります。岩手県の地
域別最低賃金は 893 円です。昨年、史上最高額となる 39
円の引き上げとはなりましたが、残念ながら、この岩手の
最低賃金は、全国で単独の最下位。しかも３円の差があり
ますから、ダントツと言って良いでしょう。この最低賃金の
引き上げにむけて、今年の春闘結果を、しっかり反映させ
ていく。最低賃金の引き上げにつなげていく。そして、全
国最下位から脱却していく。そのことをめざして、取り組み
を展開してまいりたいと思います。
　メーデーの始まりは、今から138 年前、1886 年５月１日、
アメリカはシカゴにおいて、労働環境の改善を求めて、労
働者がストライキを実施し、８時間労働の実現を要求したこ
とに由来します。現在は、労働者の祭典である「メーデー」
ですが、当時、長時間労働是正を求めて立ち上がった労
働者を思い起こしながら、改めて、私たち労働者、はたらく
ものの団結と連帯を確認し合う場にしていくとともに、その
ことをしっかり、市内でもアピールしてまいりましょう。また、
私たち労働組合が、労働条件の改善、働く仲間の権利向上
をめざして運動を進めていけるのは、平和があってこそ可能
です。各地の戦争・紛争の即時停戦と、世界の恒久平和を
求めるとともに、私たちが求める政策制度実現のため、さ
らなる団結の強化をはかってまいりましょう。

実行委員長あいさつ

被災地支援ボランティア報告
連合岩手　佐々木正人　副事務局長

プラカードコンクール
最優秀賞　岩教組

メーデー宣言採択
盛岡中央地協　小畑光司　青年委員長

花巻北上和賀地区

胆江地区

一関地区

気仙地区

遠野地区

釜石地区

久慈地区

宮古地区

二戸地区

デ モ 行 進

各地区メーデー 開催場所 開始時間
第95回花巻北上和賀地区メーデー さくらホール feat. ツガワ　大ホール 14:00～
第95回メーデー胆江地区集会 奥州市文化会館Zホール　大ホール 13:30～
第95回一関地区メーデー 一関市総合体育館ユードーム 13:30～
第95回気仙地区メーデー おおふなぽーと　多目的広場 10:00～
第95回釜石地区メーデー 釜石情報交流センター　多目的集会室「PIT」　 17:00～
第95回遠野地区メーデー 遠野市民センター体育館 13:30～
第95回宮古地区メーデー 宮古駅前西広場 10:00～
第95回二戸地区メーデー集会 二戸市シビックセンター　大ホール 18:30～
第95回久慈地区メーデー集会 久慈市観光交流センター　風の館多目的ホール 18:00～

大通コース 内丸コース 中ノ橋コース

伊藤裕一実行委員長
（連合岩手会長）

第95回岩手県中央メーデー
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をめざして運動を進めていけるのは、平和があってこそ可能
です。各地の戦争・紛争の即時停戦と、世界の恒久平和を
求めるとともに、私たちが求める政策制度実現のため、さ
らなる団結の強化をはかってまいりましょう。

実行委員長あいさつ

被災地支援ボランティア報告
連合岩手　佐々木正人　副事務局長

プラカードコンクール
最優秀賞　岩教組

メーデー宣言採択
盛岡中央地協　小畑光司　青年委員長

花巻北上和賀地区

胆江地区

一関地区

気仙地区

遠野地区

釜石地区

久慈地区

宮古地区

二戸地区

デ モ 行 進

各地区メーデー 開催場所 開始時間
第95回花巻北上和賀地区メーデー さくらホール feat. ツガワ　大ホール 14:00～
第95回メーデー胆江地区集会 奥州市文化会館Zホール　大ホール 13:30～
第95回一関地区メーデー 一関市総合体育館ユードーム 13:30～
第95回気仙地区メーデー おおふなぽーと　多目的広場 10:00～
第95回釜石地区メーデー 釜石情報交流センター　多目的集会室「PIT」　 17:00～
第95回遠野地区メーデー 遠野市民センター体育館 13:30～
第95回宮古地区メーデー 宮古駅前西広場 10:00～
第95回二戸地区メーデー集会 二戸市シビックセンター　大ホール 18:30～
第95回久慈地区メーデー集会 久慈市観光交流センター　風の館多目的ホール 18:00～

大通コース 内丸コース 中ノ橋コース

伊藤裕一実行委員長
（連合岩手会長）

第95回岩手県中央メーデー
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岩手県
達増拓也知事

この印刷物に使用している用紙は、森を元気にする
ための間伐と間伐材の有効活用に役立ちます。

　5 月 1 日（水）県内各地において第 95 回メーデ
ーを開催しました。
　盛岡城跡公園で行った岩手県中央メーデーに
は、約 750 人が結集しました。 
　山岸伸行副実行委員長が開会を宣言し、議長団
に松田素子さん（女性委員長）、及川裕樹さん（青
年委員長）を選出しました。伊藤裕一実行委員長

（連合岩手会長）の主催者あいさつの後に来賓を
代表して岩手労働局・粟村勝行局長、岩手県・達
増拓也知事、盛岡市・内舘茂市長、岩手労福協・
金田一文紀副会長（東北労金岩手県本部長）から
祝辞をいただきました。
　その後、「プラカード被災地支援ボランティア
報告」、「お楽しみ抽選会」、「コンクール審査発表」、

「メーデー宣言採択」を行い、遠藤登副実行委員
長（盛岡中央地域協議会議長）が閉会宣言を行い
ました。最後に伊藤実行委員長による「団結ガン
バロー」で集会をしめくくり、3 コースに分かれ
てデモ行進を行いました。

第95回メーデー

伊藤裕一実行委員長　挨拶

盛岡市
内舘茂市長

岩手労働局
粟村勝行局長

岩手県労働者
福祉協議会

金田一文紀副会長
（東北労働金庫岩手県本部長）

議長団　及川裕樹青年委員長（左）　松田素子女性委員長（右）

連帯の力で平和と人権を守り誰もが安心して暮らせる
新たなステージへ！被災地の復旧・復興に向けて

みんなで支え合い・助け合おう！

県内10会場に約2,700名が結集

第１６回「第２連合の森」植樹
　6 月 1 日（土）、第 16 回「第 2 連合の森」の植樹を行いました。この植樹は、滝沢市の春子谷地湿原を
守るために牧草地だった相ノ沢牧野をもとの山林に戻すことを目的として、滝沢市の協力を得て、連合岩
手と岩手県電力総連が植樹を行っています。
　前日までの天候で実施が心配されましたが曇り空のもと、各構成組織・地域協議会および岩手県電力総
連の組合員とその家族、退職者連合、滝沢市長と推薦議員を加えた約 120 名が参加しました。植樹作業に
先立ち、林野労組久坂浩志事務局長から植樹指導を受け、コナラ・ミズナラの苗木、計 600 本を植樹しま
した。
　植樹終了後の昼食には、恒例のおにぎりと豚汁のセットを頂き、参加した皆さんで交流を深めました。
雨も心配された天候でしたが、昼近くには参加者の熱意が通じたかのような陽が差し込むなど青空のもと
無事に植樹活動を終えました。

「第 2連合の森」植樹に参加したみなさん 植樹の風景
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